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都
市
計
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十
三
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（
開
発
許
可
の
基
準
）
の
条
文
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

都
市
計
画
法
第
三
十
三
条
に
は
、
「
都
道
府
県
知
事
は
、
開
発
許
可
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
に
係
る

開
発
行
為
が
、
次
に
掲
げ
る
基
準
（
第
四
項
及
び
第
五
項
の
条
例
が
定
め
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
条
例
で
定
め
る
制
限
を

含
む
。
）
に
適
合
し
て
お
り
、
か
つ
、
そ
の
申
請
の
手
続
が
こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
違
反
し
て
い

な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
開
発
許
可
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

一
方
、
開
発
に
起
因
す
る
水
害
の
増
大
を
防
止
す
る
た
め
、
同
条
第
一
項
第
三
号
に
は
、
「
排
水
路
そ
の
他
の
排
水
施
設

が
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
勘
案
し
て
、
開
発
区
域
内
の
下
水
道
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
条
第
一
号
に
規

定
す
る
下
水
を
有
効
に
排
出
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
排
出
に
よ
つ
て
開
発
区
域
及
び
そ
の
周
辺
の
地
域
に
溢
水
等
に
よ
る
被
害

が
生
じ
な
い
よ
う
な
構
造
及
び
能
力
で
適
当
に
配
置
さ
れ
る
よ
う
に
設
計
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

当
該
排
水
施
設
に
関
す
る
都
市
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、
設
計
が
こ
れ
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。
」
と
記
さ
れ
て
い

る
が
、
降
雨
量
が
地
域
に
よ
り
異
な
る
た
め
か
、
同
法
に
は
具
体
的
な
降
雨
量
に
関
す
る
基
準
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。 

 

ま
た
、
同
法
施
行
令
第
二
十
六
条
第
一
項
第
二
号
に
は
、
「
開
発
区
域
内
の
排
水
施
設
は
、
放
流
先
の
排
水
能
力
、
利
水
の

状
況
そ
の
他
の
状
況
を
勘
案
し
て
、
開
発
区
域
内
の
下
水
を
有
効
か
つ
適
切
に
排
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
下
水
道
、



 

２ 

 

排
水
路
そ
の
他
の
排
水
施
設
又
は
河
川
そ
の
他
の
公
共
の
水
域
若
し
く
は
海
域
に
接
続
し
て
い
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
放
流
先
の
排
水
能
力
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
開
発
区
域
内
に
お
い
て
一
時
雨
水
を
貯
留
す
る
遊

水
池
そ
の
他
の
適
当
な
施
設
を
設
け
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

す
な
わ
ち
、
開
発
に
伴
う
水
害
の
増
大
防
止
に
関
し
て
は
、
都
市
計
画
法
第
三
十
三
条
の
開
発
許
可
の
基
準
に
お
い
て
、
各

自
治
体
の
開
発
区
域
及
び
そ
の
周
辺
の
地
域
に
溢
水
等
に
よ
る
被
害
が
生
じ
な
い
よ
う
な
構
造
及
び
能
力
が
担
保
さ
れ
た
設
計

に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。 

 

横
浜
市
の
場
合
、
条
例
で
他
の
自
治
体
よ
り
も
厳
し
い
三
十
年
確
率
雨
量
（
一
時
間
に
約
七
十
五
ミ
リ
）
に
対
応
す
る
調
整

池
の
設
置
が
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
な
お
、
昨
今
、
気
象
の
激
化
に
伴
い
全
国
的
に
観
測
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
一
時
間
に
百
ミ
リ
を
優
に
超
え
る
よ
う
な
豪
雨
に
は
対
応
で
き
ず
、
こ
の
規
定
に
基
づ
き
開
発
が
許
可
さ
れ
た
場
合
、
水
害

の
増
大
が
容
易
に
予
見
で
き
る
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
。 

 

従
っ
て
、
当
該
条
文
に
則
り
都
道
府
県
知
事
や
政
令
指
定
都
市
の
市
長
が
各
自
治
体
の
溢
水
対
策
基
準
に
則
っ
て
開
発
許
可

を
す
れ
ば
、
水
害
発
生
の
頻
度
と
規
模
が
増
大
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

 

各
自
治
体
の
開
発
に
伴
う
水
害
防
止
策
が
、
加
速
す
る
気
象
の
激
化
に
適
応
で
き
て
い
な
い
こ
と
は
、
二
〇
一
五
年
に
水
防



 

３ 

 

法
と
防
災
基
本
計
画
が
改
正
さ
れ
、
「
国
民
に
は
想
定
最
大
級
の
大
雨
に
よ
る
浸
水
区
域
を
明
示
し
て
お
き
、
水
害
発
生
が
予

測
さ
れ
る
場
合
、
安
全
第
一
に
考
え
早
期
の
避
難
を
促
す
（
要
約
）
」
と
い
う
政
策
（
避
難
勧
告
も
本
年
五
月
に
避
難
指
示
に

変
更
）
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。 

 

す
な
わ
ち
、
都
市
計
画
法
第
三
十
三
条
で
、
開
発
許
可
の
基
準
と
し
て
各
自
治
体
に
対
し
溢
水
が
発
生
し
な
い
よ
う
な
開
発

設
計
を
義
務
付
け
な
が
ら
、
そ
れ
が
遵
守
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。 

 

地
震
に
つ
い
て
は
、
震
度
六
以
上
の
大
規
模
地
震
の
際
に
も
建
物
が
倒
壊
・
崩
壊
し
な
い
と
い
う
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
る

の
に
対
し
、
同
じ
自
然
災
害
で
あ
る
開
発
に
伴
う
水
害
の
増
大
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
よ
う
に
国
民
の
安
全
が
担
保
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

都
市
計
画
法
第
三
十
三
条
（
開
発
許
可
の
基
準
）
の
条
文
、
「
開
発
行
為
が
法
令
等
、
開
発
の
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、

そ
の
申
請
の
手
続
が
こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
違
反
し
て
い
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
開
発
許
可

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
の
趣
旨
に
関
し
、
各
自
治
体
に
お
け
る
水
害
防
止
の
た
め
の
開
発
許
可
の
基
準
が
、
昨
今
の

気
象
の
激
化
に
伴
う
豪
雨
に
適
応
で
き
て
お
ら
ず
、
こ
の
基
準
で
開
発
許
可
を
す
れ
ば
、
新
た
な
水
害
を
も
た
ら
す
と
い
う

状
況
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 



 

４ 

 

二 

横
浜
市
は
、
同
市
の
水
害
増
大
等
を
防
止
す
る
た
め
の
条
例
が
、
昨
今
の
豪
雨
に
適
応
し
て
い
な
い
こ
と
を
認
識
し
な
が

ら
、
二
〇
一
八
年
三
月
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
同
市
栄
区
上
郷
猿
田
地
区
都
市
計
画
の
一
部
で
、
こ
れ
か
ら
申
請
さ
れ
る
上

郷
開
発
計
画
に
つ
い
て
、
申
請
が
あ
れ
ば
都
市
計
画
法
第
三
十
三
条
の
開
発
許
可
の
基
準
に
則
っ
て
判
断
す
る
と
し
て
い

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


